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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本論文は、内容要旨で述べたように、18世紀中葉から19世紀前半、すなわち西洋音楽史上で言われるとこ
ろのウィーン古典派時代におけるグスタフ朝スウェーデン、とりわけ現フィンランド国地域の音楽状況を明
らかにしようとした試みである。そしてこれは、ドイツ・オーストリー、フランス、イタリアなど当時芸術
音楽の先進とされる地域の周辺地域における音楽状況の解明にも繋がる研究とも言えよう。
　氏の研究において新しい結果を生むことになった意欲的な点は、大規模火災等歴史的諸事情から、現存史
料が少なく、極めて研究の困難な課題にもかかわらず、それに果敢に取り組み、その結果三つの史料を取り
上げそれらの精緻な内容把握と整理、検討を行った点にある。
　とりわけ、45年間にわたり出版された楽譜集『音楽の気晴らしMusikaliskt Tidsfordrif』全容の開陳とそ
の分析は、そのような家庭音楽の楽譜出版が成立する条件が当該地域にあったということを明らかにすると
ともに、家庭でオペラ歌曲、とりわけイタリアオペラ歌曲およびその変奏曲を楽しむ、さらにハイドン、モー
ツァルトなどの作品が載せられているというなどの点において、中央ヨーロッパとの同時代的なつながりを
明白にするものである。氏の研究からは、周辺地域といえども決して音楽情報や傾向が遅れて伝わったわけ
ではないことが読み取れる。
　とともに、早い時期から自らの地域の作曲家の作品が掲載されているという指摘は、北欧における国民主
義、あるいは民族的ロマン主義の、音楽における表現の覚醒時期を考える上で極めて重要な発見である。氏
は、この楽譜集において、ロシアによるフィンランド併合の1809年以降同地域の作曲家の作品が減少してい
ると指摘しているが、音楽創造における政治社会的な影響を考える上で重要な提示であろう。
　このように、氏の行った約1140曲に及ぶ当該史料の一覧は、今後西洋音楽史の研究に貢献するに違いない
興味深い多くの情報に満ちており価値のある労作と言えるものである。
　また、氏が構成した自筆パート譜からの総譜化によるトゥリンドベリの弦楽四重奏曲の考察は、ヨーロッ
パにおけるこのジャンルの発展と広がりに新たな視点をもたらすものであり、声部書法がその様式と同様、
あるいは近似しているかはさらなる検討が必要とはいえ、名称に見られるフランスにおける協奏四重奏曲と
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の関連の示唆もまた、西洋音楽史の研究を新しい視点に誘うものであるといえよう。
　本研究で求めたかったことは、ここで挙げられている三つの史料をより高い次元で結びつけた上での、対
象地域および時期の音楽状況の様相についてのより深い考察であり、また、より精緻で的確な楽曲分析の手
法による、音楽様式の把握であるが、そのような点があったとしても、中藤氏の研究は、これまでフィンラ
ンド国内の研究者も手を付けなかった領域に入り込み、旺盛な史料探索と精緻な史料分析を行なうことに
よって新たな知見、およびより広い視点獲得の可能性を得ることに成功しており、高く評価すべきであると
考える。論文審査委員３名は、それをもって中藤有希氏に博士（芸術学）の学位を授与するに値すると決定
した。
　なお、中藤氏は関西学院の奨学金を得て、今秋、2012年の秋から２年間の留学が決まっている。さらなる
研究の深まりを期待したい。
